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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月12日(2016.10.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システム・クロック信号を発生させるためのシステムであって、
　第１のクロック信号を生成するように構成された局部発振器と、
　前記局部発振器を含むエリアにおいて、臨界値よりも上の温度変化を検出するように構
成された温度検出器と、
　第２のクロック信号を取得するように構成された取得モジュールであって、前記第２の
クロック信号は前記システムにおいて受信される少なくとも１つの外部信号から取得され
る、取得モジュールと、
　　第１の方式では、前記温度検出器が、前記臨界値よりも上の温度変化を検出しないと
きの通常モードにおいて、前記第１のクロック信号を使用することにより、また
　　前記第１の方式とは異なる第２の方式では、前記温度検出器が、前記臨界値よりも上
の温度変化を検出しているときの逆のホールド・オーバー・モードにおいて、前記第２の
クロック信号を使用することにより、
　前記システム・クロック信号を生成するように構成されたクロック発生器と
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記第２のクロック信号は温度変化による影響を受けない、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３】
　前記局部発振器は、温度制御水晶発振器または温度補償水晶発振器である、請求項１ま
たは２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記局部発振器は、第１の温度依存性を有する前記第１のクロック信号を生成するよう
に構成されており、また前記温度検出器は、前記第１の温度依存性よりも高い第２の温度
依存性を有するさらなるクロック信号を生成するように適合されたさらなる局部発振器を
備えており、また
　前記温度検出器は、前記臨界値よりも上の温度変化を検出するために前記さらなるクロ
ック信号と前記第１のクロック信号を比較するためのコンパレータをさらに備えている、
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記コンパレータは、位相コンパレータである、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記システムにおいて受信される少なくとも１つの外部信号から第３のクロック信号を
抽出するように構成された抽出器をさらに備えており、
　前記クロック発生器は、マスタ・クロック信号としての前記第１のクロック信号と、前
記システム・クロック信号を発生させるために前記マスタ・クロック信号に対して適用さ
れるエラー・オフセット値を決定するための前記第３のクロック信号とを使用することに
より、前記第１の方式で、前記システム・クロック信号を生成するように構成されている
、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記クロック発生器は、前記通常モードから前記逆のホールド・オーバー・モードへと
切り替えるときに前記エラー・オフセット値を記憶し、また前記逆のホールド・オーバー
・モードから前記通常モードへと切り戻すときに前記システム・クロック信号を生成する
ためのこの記憶されたエラー・オフセット値を使用するように構成されている、請求項６
に記載のシステム。
【請求項８】
　前記クロック発生器は、マスタ・クロック信号としての中間クロック信号と、前記シス
テム・クロック信号を発生させるために前記マスタ・クロック信号に対して適用される補
正係数を決定するための前記第２のクロック信号または前記第３のクロック信号とを使用
して前記システム・クロック信号を生成するデジタルＰＬＬを備えており、前記中間クロ
ック信号は、前記クロック発生器が前記通常モードで動作するか、または逆のホールド・
オーバー・モードで動作するかに応じて、前記第１の方式または前記第２の方式で生成さ
れる、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記クロック発生器は、
　マルチプレクサと直列のＰＬＬであって、それらは前記抽出器の出力と前記デジタルＰ
ＬＬとの間に結合され、前記マルチプレクサは、前記局部発振器に結合された第１の入力
と、ＰＬＬの出力に結合された第２の入力とを有しており、また前記通常モードにおいて
前記第１の入力を選択し、前記逆のホールド・オーバー・モードにおいて前記第２の入力
を選択するように構成されている、ＰＬＬと、
　前記ＰＬＬのためのフィードバック分周器を有するフィードバック・ループであって、
前記フィードバック・ループは、前記通常モードにおいて前記第１のクロック信号と、前
記ＰＬＬの前記出力との間の位相差に依存する分周器値を有するように適合されており、
さらに、前記通常モードから前記逆のホールド・オーバー・モードへと切り替わるときに
前記分周器値を一定に保持するように適合されている、フィードバック・ループと
を備えている、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記クロック発生器は、マスタ・クロック信号としての前記第１のクロック信号と、前
記第１の方式で生成される前記システム・クロック信号を発生させる前記マスタ・クロッ
ク信号に対して適用されるべき補正係数を決定するための前記第２のクロック信号とを使
用して、前記第１の方式で前記システム・クロック信号を生成するデジタルＰＬＬと、前
記第１の方式で生成される前記システム・クロック信号と第２の方式で生成される前記シ
ステム・クロック信号との間で切り替わるスイッチオーバー・モジュール（２４３）とを
備えている、請求項１乃至８のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記スイッチオーバー・モジュールは、ヒットレス・スイッチオーバー・モジュールで
ある、請求項１０に記載のシステム。
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